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は
じ
め
に

清
初
詩
人
の
査
慎
行
（
一
六
五
〇
～
一
七
二
七
）纊

は
生
涯
を
通
じ
て
万
首
を
下
ら
な
い
膨
大
な
数
の
詩
を
作
っ
た
。
査
慎
行
の
詩
に
対
す

る
当
時
の
人
の
評
価
は
高
く
、
査
慎
行
は
清
初
六
大
家
の
一
人
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
又
、
趙
翼
の
『
瓯
北
詩
話
』
は
、
唐
、
宋
の
諸
大
家
の

後
を
継
ぐ
者
と
し
て
、
彼
と
呉
梅
村
の
名
を
挙
げ
、
古
今
の
十
大
詩
人
の
列
に
加
え
て
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た褜
。
徐
世
昌
の
『
晩
晴
簃
詩

匯
』
巻
五
十
六
に
査
慎
行
の
詩
に
つ
い
て
「
專
取
徑
於
香
山
、
東
坡
、
放
翁
，
祧
唐
祖
宋
，
大
暢
厥
詞
，
為
詩
派
一
大
轉
關
（
香
山
〔
白
居

易
〕、
東
坡
〔
蘇
軾
〕、
放
翁
〔
陸
游
〕
の
詩
法
を
専
ら
と
し
、
遠
く
は
唐
詩
を
、
近
く
は
宋
詩
の
道
を
祖
と
し
、
大
い
に
発
揚
し
て
、
詩
派

の
一
つ
の
大
な
転
換
点
と
な
っ
た
）」鍈

と
あ
る
よ
う
に
、
査
慎
行
が
清
初
の
詩
壇
の
分
か
れ
目
に
占
め
る
大
き
な
役
割
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

査
慎
行
は
生
涯
詩
の
創
作
に
全
力
を
注
い
だ
が
、
詩
学
の
主
張
に
関
し
て
は
、
査
為
仁
の
『
蓮
坡
詩
話
』
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。「
家
初
白
老
人
嘗
教
余
詩
律
：
詩
之
厚
，
在
意
不
在
辭
；
詩
之
雄
，
在
氣
不
在
直
；
詩
之
靈
，
在
空
不
在
巧
；
詩
之
淡
，
在
脫
不
在
易
，

須
辨
毫
髮
於
疑
似
之
間
（
同
族
の
初
白
老
人
が
嘗
て
私
に
詩
律
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た
：
詩
の
厚
は
意
に
あ
り
辞
に
は
な
い
；
詩
の
雄
は

詩
評
か
ら
見
る
査
慎
行
の
詩
学
思
想

―

『
初
白
庵
詩
評
』
を
中
心
に―
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気
に
あ
り
直
に
な
い
；
詩
の
霊
は
空
に
あ
り
、
巧
に
は
な
い
；
詩
の
淡
は
脱
に
あ
り
、
易
に
は
な
い
；
本
物
か
そ
う
で
な
い
か
は
、
少
し
の

違
い
で
も
見
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。」銈

初
白
老
人
と
は
査
慎
行
を
指
す
。
こ
こ
に
見
え
る
以
外
に
は
、
詩
学
の
専
著
で
査
慎
行
の
詩
学

に
関
す
る
主
張
を
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
序
、
跋
、
書
等
の
文
章
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
査
慎
行
が
詩
に
求
め
た
所
謂

「
厚
、
雄
、
霊
、
淡
」
の
四
つ
の
審
美
基
準
の
内
包
な
い
し
は
査
慎
行
の
詩
法
を
探
る
に
は
、
査
慎
行
の
各
作
品
に
散
見
す
る
言
葉
の
端
々

が
て
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
論
が
検
討
す
る
『
初
白
庵
詩
評
』蓜
は
そ
の
手
が
か
り
に
な
る
一
つ
重
要
な
材
料
で
あ
る
。

『
初
白
庵
詩
評
』
は
浙
江
省
海
塩
の
蔵
書
家
、
張
載
華
が
整
理
し
た
査
慎
行
の
批
注
集
で
、
全
部
で
十
二
種
に
上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
陶
潜
、

李
白
、
杜
甫
、
韓
愈
、
白
居
易
、
蘇
軾
、
王
安
石
、
朱
熹
、
謝
翺
、
元
好
問
、
虞
集
及
び
『
瀛
奎
律
髓
』
の
選
詩
に
対
す
る
批
注
を
集
め
た

も
の
で
あ
り
、
内
容
は
主
に
考
証
、
解
釈
、
感
想
、
質
疑
、
議
論
等
、
多
岐
に
わ
た
る
。
理
論
的
な
著
述
で
は
な
い
が
、
査
慎
行
の
詩
法
の

軌
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
は
査
慎
行
の
『
敬
業
堂
詩
集
』
に
散
見
す
る
詩
論
を
参
照
し
つ
つ
、
査
慎
行
の
『
初
白
庵
詩
評
』
を
中
心
に
、
そ
の
批
注
を
分
析
整

理
し
、
詩
人
の
詩
学
趣
旨
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、
査
慎
行
の
詩
学
思
想
に
お
け
る
杜
甫
と
蘇
軾
の
影
響
を
も
視
野
に
い
れ
て
考
察
し
た

い
と
思
う
。

一　

﹁
凡
讀
一
詩
必
先
観
作
者
命
意
所
在
﹂

「
凡
讀
一
詩
必
先
観
作
者
命
意
所
在
（
凡
そ
一
首
の
詩
を
読
む
時
、
必
ず
先
に
作
者
の
寓
意
の
所
在
を
見
る
べ
き
で
あ
る
）。」
査
慎
行
は

杜
甫
の
「
建
都
十
二
韻
」
に
つ
い
て
こ
う
語
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）。
又
、
韓
愈
の
「
詠
雪
贈
張
籍
」
の
「
松
篁
遭
挫
折
（
松
や
竹
は

挫
折
に
遭
う
）」
に
つ
い
て
、「
有
寓
意
便
佳
（
寓
意
が
あ
れ
ば
よ
い
）」
と
評
価
す
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）。
詩
は
必
ず
寓
意
の
あ
る

も
の
を
重
ん
じ
る
、
も
し
寓
意
の
な
い
単
な
る
文
字
の
遊
び
で
あ
れ
ば
、
査
慎
行
は
「
此
種
詩
不
作
可
也
，
集
句
雖
工
何
所
取
義
（
こ
の
種

の
詩
作
ら
な
く
て
い
い
、
古
人
の
成
句
を
巧
み
に
集
め
て
使
っ
て
も
、
意
に
お
い
て
取
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
）」（
王
安
石
の
「
胡
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笳
十
八
拍
」
を
評
す
る
）
と
言
い
切
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。
辞
よ
り
意
を
先
に
す
る
、
内
容
と
形
式
と
の
厚
薄
に
査
慎
行
は
躊
躇
な

く
内
容
を
優
先
し
た
。
詩
の
寓
意
に
は
軽
重
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
詩
の
品
格
が
決
定
づ
け
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
詩
を
鑑
別
評
定
す
る

に
は
、
先
に
作
者
の
寓
意
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。

『
蓮
坡
詩
話
』
に
収
録
さ
れ
た
査
慎
行
の
詩
論
の
「
詩
之
厚
，
在
意
不
在
辭
」
か
ら
も
、
査
慎
行
の
「
意
」
を
重
視
す
る
詩
学
思
想
が
読

み
取
れ
る
。
査
慎
行
は
詩
に
お
い
て
「
厚
」
と
い
う
審
美
基
準
を
設
け
、
そ
の
「
厚
」
と
「
意
」
と
「
辞
」
の
関
係
を
解
読
す
る
に
は
、

『
初
白
庵
詩
評
』
に
査
慎
行
が
詩
の
寓
意
を
評
す
る
と
き
し
ば
し
ば
使
っ
た
「
用
意
深
厚
」
と
い
う
表
現
が
参
考
に
な
る
。
例
え
ば
、
陶
淵

明
の
「
贈
長
沙
公
族
祖
」
を
評
す
る
と
き
、「「
生
民
」
之
詩
追
本
姜
嫄
，「
思
文
」
之
詩
郊
祀
后
稷
，
參
之
以
「
常
棣
」、「
伐
木
」、「
行
葦
」、

「
鳧
鷖
」，
方
知
作
者
用
意
深
厚
（「
生
民
」
の
詩
は
姜
嫄
ま
で
溯
り
、「
思
文
」
の
詩
は
后
稷
を
郊
祀
す
る
こ
と
を
詠
う
。「
常
棣
」、「
伐
木
」、

「
行
葦
」、「
鳧
鷖
」
を
参
考
に
す
る
と
、
作
者
の
意
図
の
深
さ
が
は
じ
め
て
分
る
）。」
と
述
べ
、
査
慎
行
は
陶
淵
明
の
詩
を
『
詩
経
』
の
「
生

民
」、「
思
文
」、「
常
棣
」、「
伐
木
」、「
行
葦
」、「
鳧
鷖
」
に
た
と
え
、
寓
意
の
高
尚
と
表
現
の
婉
曲
を
高
く
評
価
し
た
（『
初
白
庵
詩
評
』

巻
一
）。
婉
曲
な
表
現
で
重
大
な
主
題
を
詠
い
、
読
者
に
言
外
の
深
意
を
匂
わ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
詩
に
重
厚
感
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
査
慎
行
が
言
う
「
詩
之
厚
、
在
意
不
在
辞
」
と
は
、
辞
を
無
視
す
る
意
味
で
は
な
く
、
詩
の
寓
意
を
直
接
言
葉

で
表
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

杜
甫
の
詩
も
査
慎
行
が
求
め
る
「
深
厚
」
感
の
あ
る
詩
の
代
表
で
あ
ろ
う
。『
初
白
庵
詩
評
』
に
は
杜
甫
の
「
冬
狩
行
」
に
つ
い
て
「
責

望
之
意
隠
然
言
外
（
求
め
望
む
意
は
隠
然
と
言
外
に
隠
れ
て
い
る
）」
と
あ
り
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）、「
病
馬
」
に
つ
い
て
、「
一
篇
之

中
多
少
感
慨
寄
託
令
読
者
玩
味
不
尽
（
一
篇
の
中
沢
山
の
感
慨
寄
託
が
あ
り
、
読
者
に
尽
く
し
難
い
楽
し
み
を
与
え
る
）」
と
高
く
讃
え
る

（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）。

と
い
う
の
は
、
査
慎
行
の
求
め
る
詩
の
「
厚
」
は
、「
卑
（
品
格
の
低
い
も
の
）」
の
反
対
で
あ
り
、
又
、「
浅
（
表
現
の
薄
っ
ぺ
ら
な
も

の
）」
の
反
義
語
で
も
あ
る
。
作
者
は
詩
に
言
外
の
深
意
を
託
し
、
文
字
で
構
築
し
た
有
限
の
詩
篇
に
無
限
の
空
間
を
与
え
、
読
者
に
深
く



�

吟
味
さ
せ
る
。
同
じ
趣
旨
は
『
敬
業
堂
詩
集
』
巻
三
十
八
の
「
題
同
年
張
蒿
陸
落
葉
詩
卷
後
」
の
「
詩
境
全
従
寄
託
深
、
開
編
静
対
見
君
心

（
詩
の
境
界
は
全
て
深
い
寄
託
か
ら
醸
し
だ
さ
れ
、
詩
集
を
開
け
ば
、
君
の
心
と
静
か
に
対
面
す
る
）。」
の
詩
句
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。

二　

﹁
詩
境
正
以
屢
見
為
嫌
﹂

『
初
白
庵
詩
評
』
で
は
「
奇
」
を
以
っ
て
詩
を
賞
賛
す
る
こ
と
が
目
に
つ
く
。
以
下
に
数
例
を
取
り
上
げ
る
：

● 

「
奇
幻
峭
健
、
發
端
奇
橫
（
奇
異
で
雄
健
、
発
端
が
新
奇
で
予
想
外
で
あ
る
）。」（
杜
甫
の
「
奉
先
劉
少
府
新
畫
山
水
陣
歌
」
を
評

す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
奇
事
以
奇
筆
寫
之
、
如
兔
起
鶻
落
、
稍
縱
則
逝
矣
（
奇
異
な
こ
と
を
奇
妙
な
筆
法
で
書
き
、
ま
る
で
兔
起
鶻
落
の
ご
と
く
、
す
こ

し
で
も
勝
手
に
さ
せ
れ
ば
、
す
ぐ
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）。」（
杜
甫
の
「
義
鶻
」
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
奇
而
確
（
奇
異
で
確
実
で
あ
る
）。」（
杜
甫
の
「
可
嘆
」
の
「
天
上
浮
雲
如
白
衣
」
の
二
句
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
奇
崛
（
奇
抜
で
あ
る
）。」（
杜
甫
の
「
君
不
見
簡
蘇
徯
」
の
「
百
年
死
樹
中
琴
瑟
」
の
二
句
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
是
公
少
年
作
、
未
足
盡
其
奇
（
こ
れ
は
先
生
の
若
い
と
き
の
作
品
で
、
未
だ
そ
の
奇
を
尽
く
し
て
い
な
い
）。」（
杜
甫
の
「
登
兗

州
城
樓
」
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
極
奇
、
極
幻
、
極
遠
、
極
近
境
界
俱
從
靜
中
寫
出
（
奇
を
極
め
、
幻
を
極
め
、
遠
を
極
め
、
近
を
極
め
た
境
地
は
と
も
に
静
の
中

か
ら
描
き
出
さ
れ
て
い
る
）。」（
蘇
軾
の
「
舟
中
夜
起
」
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

● 

「
奇
想
中
有
妙
理
（
奇
妙
な
発
想
の
中
に
絶
妙
な
道
理
が
あ
る
）。」（
元
好
問
の
「
北
邙
」
の
「
焉
知
原
上
塚
，
不
有
當
年
吾
」
を

評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

総
じ
て
、
査
慎
行
が
詩
に
お
い
て
楽
し
む
そ
の
「
奇
」
に
は
、
発
想
の
「
奇
」
も
あ
り
、
詩
境
の
「
奇
」
も
あ
り
、
表
現
の
「
奇
」
も
あ
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る
。
蘇
軾
の
「
楊
康
功
有
石
状
如
酔
道
士
為
賦
此
詩
」
に
対
し
て
、
査
慎
行
は
「
發
端
落
想
迥
不
猶
人
，
筆
亦
不
可
捉
摸
（
発
想
が
ま
っ
た

く
他
の
人
と
違
い
、
筆
法
も
亦
計
り
知
れ
な
い
）」
と
褒
め
称
え
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。
発
想
の
自
由
奔
放
さ
、
筆
法
の
千
変
万
化

こ
そ
が
、
査
慎
行
が
評
価
す
る
「
奇
」
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
作
品
に
傾
倒
す
る
査
慎
行
の
評
語
か
ら
は
彼
の
「
奇
」
へ
の
追
求
と
そ
の
内

包
が
窺
え
る
。

「
新
」
や
「
生
」
へ
の
追
求
も
査
慎
行
が
詩
に
求
め
る
「
奇
」
の
一
面
で
あ
る
。「
詩
境
正
以
屢
見
為
嫌
（
詩
の
境
地
に
つ
い
て
言
え
ば
、

ま
さ
し
く
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
は
避
け
る
と
い
う
こ
と
だ
）」俉

と
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
千
篇
一
律
、
千
人
一
面
の
詩
に
つ
い
て
は
、

査
慎
行
は
は
っ
き
り
と
批
判
の
意
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
彼
は
陸
游
の
「
入
城
至
郡
圍
及
諸
家
園
亭
遊
人
甚
盛
」
に
つ
い
て
、
こ
う
語
る
。

「
劍
南
詩
非
不
佳
，
只
是
蹊
徑
太
熟
，
章
法
句
法
未
免
雷
同
，
不
耐
多
看
。（
剣
南
の
詩
は
良
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
慣
れ
た
詩
法

に
拘
り
、
詩
全
体
の
構
成
や
文
の
構
成
は
雷
同
し
て
し
ま
う
き
ら
い
が
あ
り
、
多
く
見
る
に
は
耐
え
な
い
。）」（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
三
）
自

分
の
作
詩
に
つ
い
て
は
、
彼
は
「
毎
從
熟
處
欲
求
生
（
い
つ
も
の
あ
り
き
た
り
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
目
新
し
さ
を
求
め
る
）」炻

と
述
べ
、
た

と
え
「
眼
前
語
（
よ
く
あ
る
言
葉
）」
で
も
「
未
經
人
道
（
ま
だ
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
な
い
）」昱

で
あ
ろ
う
と
す
る
な
ど
、「
生
」
に
こ

だ
わ
り
、
あ
り
き
た
り
の
古
い
型
の
打
破
を
強
く
訴
え
た
。
面
白
い
こ
と
に
、
査
慎
行
の
詩
は
よ
く
陸
游
の
詩
と
比
べ
ら
れ
る
。
趙
翼
は
二

人
の
詩
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。「
放
翁
多
自
寫
胸
膈
，
非
因
人
因
地
，
曲
折
以
赴
，
往
往
先
得
佳
句
，
而
足
成
之
。
初
白
則
隨
事
隨
人
，
各

如
其
量
，
肖
物
能
工
，
用
意
必
切
，
其
不
如
放
翁
之
大
在
此
，
而
較
放
翁
更
難
亦
在
此
（
陸
游
の
詩
は
多
く
自
ら
の
胸
中
を
書
く
も
の
で
、

そ
の
人
そ
の
場
を
見
て
適
切
な
表
現
を
探
し
て
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
往
々
に
し
て
先
ず
佳
句
を
得
て
、
そ
し
て
他
の
部
分
を
補
足
し
て

詩
を
書
き
上
げ
る
。
査
慎
行
は
そ
の
事
そ
の
人
に
従
っ
て
、
過
不
足
な
く
適
切
に
書
く
。
眞
に
迫
っ
て
も
の
を
模
り
、
意
の
用
い
方
も
必
ず

適
当
で
あ
る
。
彼
の
詩
は
陸
游
の
詩
の
広
大
さ
に
適
わ
な
い
の
は
そ
こ
に
あ
る
が
、
し
か
し
、
彼
の
詩
が
陸
游
の
詩
よ
り
難
し
い
の
も
そ
こ

に
あ
る
）。」棈
こ
れ
は
陸
游
の
詩
の
「
蹊
徑
太
熟
」
と
査
慎
行
の
「
毎
從
熟
處
欲
求
生
」
か
ら
生
じ
た
差
異
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

明
の
詩
壇
で
は
、
唐
詩
を
標
榜
し
、
模
擬
踏
襲
の
詩
風
が
盛
ん
に
流
行
し
て
お
り
、
前
人
の
残
し
た
あ
り
き
た
り
の
型
を
踏
み
、
使
い
古
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し
た
意
象
を
用
い
、
千
人
一
面
の
詩
が
次
々
と
現
れ
た
。
清
初
の
詩
壇
に
も
明
詩
の
遺
風
が
ま
だ
根
強
か
っ
た
。
奇
を
珍
重
し
、「
生
」
を

求
め
、
あ
り
ふ
れ
た
詩
境
を
厭
う
、
査
慎
行
の
取
捨
は
、
模
擬
踏
襲
詩
風
か
ら
の
突
破
と
反
発
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い
詩
の
時

代
を
切
り
開
く
た
め
に
必
須
の
資
質
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
、
詩
に
「
奇
」
と
「
新
」
を
求
め
楽
し
む
査
慎
行
は
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
に
杜
甫
の
「
元
都
壇
歌
」
の
「
子
規
夜
啼
山
竹
裂
（
ホ

ト
ト
ギ
ス
が
夜
に
啼
き
、
メ
ダ
ケ
が
裂
け
る
）」
の
二
句
を
賞
賛
し
、「
使
昌
谷
為
之
便
墮
鬼
趣
（
李
賀
に
作
ら
せ
れ
ば
、
鬼
趣
に
な
っ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
）」
と
話
し
た
。
又
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
で
は
、
盧
仝
及
び
そ
の
追
随
者
を
辛
辣
な
口
調
で
指
摘
し
批
判
し
た
元
好
問
の

「
論
詩
三
十
首
」
の
第
十
三
首鋹
の
詩
論
に
同
調
し
、「
掃
尽
詭
怪
一
派
（
怪
奇
な
詩
風
を
一
掃
す
る
）」
と
高
く
誉
め
た
て
て
い
る
。「
堕
」
と

「
掃
尽
」
の
二
語
か
ら
は
、
李
賀
や
盧
仝
が
代
表
す
る
怪
奇
詩
風
に
対
す
る
、
査
慎
行
の
批
判
的
な
態
度
が
は
っ
き
り
映
し
だ
さ
れ
る
。
詩

に
「
新
」
と
「
奇
」
を
求
め
る
と
同
時
に
、
査
慎
行
は
李
賀
の
詩
を
代
表
と
す
る
幻
想
的
で
怪
奇
な
詩
風
に
は
排
斥
的
な
傾
向
を
示
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
彼
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
詩
の
美
的
理
念
の
「
淡
」
に
因
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
述
べ
る
。

三　

﹁
淡
而
彌
旨
﹂

査
慎
行
は
、
詩
を
論
じ
る
時
に
、
一
方
で
詩
に
「
奇
」、「
新
」、「
生
」
を
求
め
な
が
ら
、
ま
た
一
方
で
は
晦
渋
な
詩
を
斥
け
る
。
た
と
え

ば
、
王
建
の
「
原
上
新
春
」
に
附
し
た
評
で
は
、「
寧
取
平
易
勿
取
艱
澀
生
新
（
晦
渋
で
生
新
な
詩
よ
り
、
寧
ろ
平
易
を
取
る
）」
と
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
三
）。
査
慎
行
が
求
め
る
「
奇
」、「
生
」
と
「
新
」
は
、
斬
新
で
独
特
な
詩
で
あ
り
、
決
し
て
晦
渋
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
査
慎
行
が
こ
こ
で
述
べ
る
「
平
易
」
と
は
、
単
な
る
「
平
易
」
で
は
な
い
。「
詩
之
淡
，
在
脫
不
在
易
」
と
の
評
語
に
見
え
る

よ
う
に
、
詩
の
淡
は
平
易
さ
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
脱
」
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、「
脱
」
に
も
「
易
」
の
意
味
が
あ
る曻
。

し
か
し
、
査
慎
行
が
こ
こ
で
言
う
「
脱
」
と
「
易
」
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
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『
初
白
庵
詩
評
』
に
は
「
錬
字
」
と
「
錬
句
」
へ
の
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
。

● 

「
每
句
中
看
他
煉
字
之
法
（
各
句
に
彼
の
字
を
練
る
方
法
が
見
い
だ
さ
れ
る
）。」（
杜
甫
の
「
野
望
」
の
「
遠
水
兼
天
淨
」
の
六
句

へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 
「
細
味
之
、
可
悟
煉
字
之
法
（
子
細
に
味
わ
う
と
字
を
煉
る
方
法
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
）。」（
杜
甫
の
「
晚
晴
」
の
「
夕
陽
薰
細

草
」
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
於
此
可
悟
煉
字
之
法
，
妙
處
贊
嘆
不
盡
（
こ
こ
に
於
い
て
字
を
練
る
方
法
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
良
さ
に
つ
い
て
し
き
り

に
賛
嘆
す
る
）。」（
杜
甫
の
「
上
兜
率
寺
」
の
「
江
山
有
巴
蜀
」
の
二
句
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
極
錘
煉
、
極
自
在
（
練
り
上
げ
た
思
惟
を
極
め
、
自
在
を
極
め
る
。）」（
杜
甫
の
「
章
梓
州
水
亭
」
の
「
吏
人
橋
外
少
」
の
二
句

へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
意
思
曲
折
，
亦
從
煉
句
得
之
（
意
味
が
曲
折
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
句
を
練
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
）。」（
白
居
易
の

「
酬
裴
相
公
題
興
化
小
池
見
招
長
句
」
の
「
蓬
斷
偶
飄
桃
李
徑
」
の
二
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
熟
玩
可
悟
煉
句
之
法
（
よ
く
吟
味
す
る
と
句
を
練
る
方
法
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
）。」（
王
安
石
の
「
憶
北
山
送
勝
上
人
」
の
「
雲

埋
樵
聲
隔
葱
蒨
」
の
二
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

そ
こ
か
ら
、
詩
人
の
「
煉
字
」
と
「
煉
句
」
に
対
す
る
熱
い
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
査
慎
行
は
王
安
石
の
「
悟
真
院
」
の
「
春
風
日
日
吹

香
草
」
の
二
句
を
「
烹
煉
之
至
、
漸
近
自
然
（
練
り
上
げ
た
思
惟
を
極
め
れ
ば
次
第
に
自
然
に
近
づ
く
）」
と
賞
賛
す
る
（『
初
白
庵
詩
評
』

巻
二
）。「
春
風
日
日
吹
香
草
，
山
北
山
南
路
欲
無
（
春
風
が
日
々
香
草
を
吹
き
、
山
の
北
、
山
の
南
に
路
が
消
え
よ
う
と
す
る
）」
と
す
る

こ
の
詩
句
は
、
難
解
な
字
は
な
く
、
ご
く
自
然
で
淡
白
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
自
然
さ
を
鍛
え
に
鍛
え
練
り
に
練
り
上
げ
て
至
っ
た
至
高

の
境
地
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
又
、
王
維
の
「
晚
春
答
嚴
少
尹
諸
公
見
過
」
の
「
鶯
啼
過
落
花
」
に
見
え
る
「
過
」
字
に
つ
い
て
、

「
過
字
千
錘
百
錬
而
出
於
自
然
（
過
の
字
は
鍛
え
に
鍛
え
練
り
に
練
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
自
然
に
湧
き
出
た
も
の
で
も
あ
る
）」
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（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
三
）。
字
を
練
り
、
句
を
練
り
、
そ
れ
を
極
め
れ
ば
、
詩
は
自
然
な
も
の
と
な
り
、
澹
泊
に
な
る
。
査
慎
行
は
求
め
る

「
淡
」
は
ま
ず
は
「
千
錘
百
錬
」
を
経
て
到
達
し
た
「
淡
」
の
境
地
で
あ
る
。

又
、
韓
愈
の
「
崔
十
六
少
府
攝
伊
陽
以
詩
及
書
見
投
因
酬
三
十
韻
」
に
つ
い
て
「
掇
拾
瑣
細
、
具
見
其
真
情
、
初
讀
似
平
淡
、
愈
讀
愈
有

味
、
累
幅
連
行
、
不
覺
其
冗
、
使
元
白
為
之
未
免
涉
淺
易
矣
（
些
細
な
こ
と
を
集
め
て
書
い
て
い
る
だ
け
だ
が
、
悉
く
作
者
の
真
情
が
見
え

る
。
初
め
て
読
ん
だ
と
き
は
平
淡
に
見
え
た
が
、
読
め
ば
読
む
ほ
ど
味
わ
い
深
い
、
長
々
と
書
き
連
ね
て
も
、
冗
長
と
は
感
じ
な
い
、
元
稹

と
白
居
易
に
書
か
せ
た
ら
、
ど
う
し
て
も
浅
薄
平
易
に
な
る
）。」
と
、
一
見
平
淡
な
詩
境
に
見
え
て
し
ま
う
が
、
実
は
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
作

者
の
深
い
真
情
が
味
わ
え
る
と
述
べ
た
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）。

「
詩
之
淡
，
在
脫
不
在
易
（
詩
の
淡
、
脱
に
あ
り
、
易
に
な
い
）」、
査
慎
行
が
求
め
る
淡
は
「
千
錘
百
錬
」
を
経
っ
た
「
淡
」
で
あ
り
、

平
淡
の
表
面
下
に
深
い
真
情
が
潜
む
「
淡
」
で
あ
り
、
噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
深
い
味
が
溢
れ
る
「
淡
」
で
あ
る
。

蘇
軾
の
「
書
黄
子
思
詩
集
後
」
に
は
、
韋
應
物
と
柳
宗
元
の
詩
に
つ
い
て
、「
發
纖
穠
於
簡
古
，
寄
至
味
於
澹
泊
（
簡
古
に
於
い
て
纖
穠

を
発
し
、
澹
泊
に
お
い
て
至
味
を
寄
せ
る
）」彅

と
あ
る
が
、
同
様
に
査
慎
行
も
よ
く
「
淡
」
と
「
旨
（
旨
み
）」
を
組
み
合
わ
せ
て
詩
を
評
す

る
、
例
え
ば
、
蘇
軾
の
「
和
晁
同
年
九
日
見
寄
」
の
「
古
來
重
九
皆
如
此
」
の
二
句
に
つ
い
て
、
査
慎
行
は
「
淡
而
彌
旨
（
淡
白
で
あ
る
が
、

い
よ
い
よ
味
が
深
い
）」
と
賞
賛
す
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。

詩
に
新
と
奇
を
求
め
る
査
慎
行
の
審
美
主
義
は
彼
の
平
淡
を
好
む
趣
旨
と
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
新
と
奇
が

な
け
れ
ば
、
平
淡
も
単
な
る
平
庸
に
な
り
、
所
謂
「
淡
而
彌
旨
（
淡
白
で
あ
る
が
、
い
よ
い
よ
味
が
深
い
）」
も
空
し
い
言
葉
と
な
る
。
査

慎
行
の
言
う
平
淡
は
平
淡
で
あ
り
な
が
ら
目
新
し
さ
を
出
し
、
平
常
語
を
使
い
な
が
ら
も
新
鮮
感
を
読
者
に
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

査
慎
行
が
一
生
を
か
け
て
作
っ
た
夥
し
い
数
の
詩
を
総
じ
て
み
れ
ば
、
そ
の
風
格
は
画
一
で
は
な
い
が
、
全
体
を
見
渡
す
と
、
青
年
時
代

の
雄
健
か
ら
中
年
以
降
の
淡
泊
へ
の
趨
向
が
見
ら
れ
る
。
詩
の
平
淡
を
楽
し
み
、
詩
に
老
境
を
求
め
る
、
こ
れ
は
経
験
と
創
作
を
重
ね
て
い

く
に
つ
れ
て
、
段
々
と
成
熟
し
て
い
く
一
人
の
詩
人
の
自
然
な
選
択
で
あ
る
。
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査
慎
行
の
淡
泊
詩
風
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
禅
の
「
空
」
と
「
静
」
の
思
想
の
働
き
も
看
過
で
き
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
章
で

述
べ
る
。

四　

﹁
禪
理
也
可
悟
詩
境
﹂

蘇
軾
は
「
送
參
寥
師
」
に
お
い
て
「
欲
令
詩
語
妙
，
無
厭
空
且
静
，
静
故
了
羣
動
，
空
故
納
萬
境
（
詩
句
を
よ
く
し
よ
う
と
す
る
の
な
ら
、

空
と
静
を
厭
う
こ
と
は
な
い
。
静
で
あ
る
が
ゆ
え
に
色
々
な
動
き
が
分
り
、
空
で
あ
る
が
ゆ
え
に
千
万
の
境
界
を
納
め
る
の
だ
）」
と
の
詩

論
を
展
開
し
て
い
る丨
。
蘇
軾
の
こ
の
詩
に
対
し
て
、
査
慎
行
は
「
禪
理
也
可
悟
詩
境
（
禅
理
か
ら
も
詩
の
境
地
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
）」

と
述
べ
、
詩
学
思
想
に
禅
理
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
た
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。

詩
に
禅
理
を
取
り
入
れ
る
、
禅
理
を
も
っ
て
詩
を
喩
え
る
、
と
い
っ
た
禅
と
詩
の
融
合
は
唐
か
ら
始
ま
り
、
宋
に
な
っ
て
盛
ん
に
な
る
。

一
方
、
禅
と
詩
の
対
立
関
係
を
唱
え
る
説
は
禅
林
に
お
い
て
も
詩
壇
に
お
い
て
も
後
を
絶
た
ず
、
禅
理
は
詩
の
「
言
志
」
の
伝
統
を
妨
げ
る

と
の
発
言
も
少
な
く
な
い
。
詩
と
禅
の
関
係
に
つ
い
て
、
蘇
軾
は
詩
僧
の
參
寥
に
送
る
送
別
詩
の
「
送
參
寥
師
」
に
と
り
わ
け
禅
の
空
観
と

静
観
か
ら
詩
法
に
お
け
る
禅
理
の
積
極
的
な
役
割
を
論
じ
、「
詩
法
不
相
妨
（
禅
と
詩
は
お
互
い
に
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
）」
と
禅
理
に
肯
定

的
な
態
度
を
取
る
。
蘇
軾
と
同
じ
、
査
慎
行
も
禅
を
熱
愛
し
た
一
人
で
あ
る
。
蘇
軾
の
「
送
參
寥
師
」
の
詩
学
思
想
を
受
け
容
れ
、
査
慎
行

も
禅
の
静
観
と
空
観
を
自
分
の
詩
学
思
想
に
取
り
込
ん
だ
。

『
初
白
庵
詩
評
』
に
は
、「
細
静
」
と
の
語
を
用
い
て
、
詩
の
境
地
を
評
価
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
：

● 

「
詩
境
細
靜
（
詩
の
境
地
は
静
か
で
あ
る
）。」（
杜
甫
の
「
題
張
氏
隱
居
二
首
」
の
其
一
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
詩
境
細
靜
（
詩
の
境
地
は
静
か
で
あ
る
）。」（
白
居
易
の
「
送
兄
弟
回
雪
夜
」
の
「
寂
寞
滿
爐
灰
」
の
六
句
を
評
す
る
、『
初
白
庵

詩
評
』
巻
一
）

● 

「
詩
境
細
靜
，
耐
人
玩
味
（
詩
の
境
地
は
静
か
で
あ
り
、
よ
く
吟
味
す
る
の
に
耐
え
る
）。」（
蘇
軾
の
「
雨
中
過
舒
教
授
」
の
「
此
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生
憂
患
中
」
の
二
句
を
評
す
る
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

又
、
杜
甫
の
「
倦
夜
」
に
対
し
て
、「
靜
極
細
極
，
此
段
境
界
他
人
百
舍
不
能
至
也
（
静
極
ま
り
、
細
極
ま
り
、
他
人
は
こ
の
境
地
に
百

舎
も
遠
く
及
ば
な
い
）」
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）。

「
細
静
」
と
は
、
ご
く
静
か
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
座
禅
で
到
達
し
た
安
静
な
境
界
を
指
す
。
査
慎
行
は
そ
れ
を
詩
の
境
地
の

一
つ
と
し
て
、
高
く
評
価
す
る
。
前
述
し
た
蘇
軾
の
「
舟
中
夜
起
」
に
つ
い
て
は
、
査
慎
行
は
「
極
奇
極
幻
極
遠
極
近
境
界
俱
從
靜
中
寫
出
」

と
語
り
、
蘇
軾
の
「
静
故
了
羣
動
」
と
い
う
考
え
方
に
深
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。

査
慎
行
の
詩
論
に
お
い
て
は
「
空
」
も
重
要
な
部
分
を
占
め
る
。「
詩
之
靈
，
在
空
不
在
巧
」
と
の
評
語
に
見
え
る
よ
う
に
、
彼
が
詩
に

求
め
る
「
靈
」
は
「
空
」
に
あ
り
、「
巧
」
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
査
慎
行
は
蘇
軾
の
「
和
子
由
論
書
」
の
「
吾
聞
古
書
法
」
と
い
う
四

句
に
付
し
た
評
語
に
お
い
て
、「
所
謂
寧
拙
毋
巧
（
所
謂
巧
み
で
あ
る
よ
り
も
寧
ろ
つ
た
な
い
方
が
よ
い
）」
と
述
べ
、「
巧
」
よ
り
も
「
拙
」

を
取
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。
又
、
蘇
軾
の
「
和
仲
伯
逹
」
に
対
し
て
は
、「
刻
畫
過
巧
（
二
句
の
描
写
は
巧

み
過
ぎ
る
）」
と
指
摘
し
て
い
る
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。
査
慎
行
は
言
葉
の
巧
み
さ
を
好
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
空
故
納
萬
境
」
の

考
え
方
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
空
」
で
あ
る
が
故
に
、
無
窮
の
境
地
を
内
包
で
き
る
。
し
か
し
、
一
旦
巧
妙
で
緻

密
な
描
写
を
施
す
と
、
読
者
の
想
像
（「
悟
」）
の
空
間
を
奪
い
、
詩
境
も
却
っ
て
狭
く
、
堅
苦
し
く
な
る
。

蘇
軾
の
「
送
參
寥
師
」
は
主
に
詩
の
創
作
過
程
の
な
か
で
禅
の
静
観
と
空
観
が
創
作
者
の
精
神
状
態
に
働
い
た
重
要
な
役
割
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
。
査
慎
行
は
そ
れ
を
受
け
容
れ
た
上
、
特
に
詩
の
境
地
と
創
作
手
法
に
お
け
る
「
静
」
と
「
空
」
を
推
奨
し
、
自
ら
の
創
作
実

践
に
も
貫
い
た
。
査
慎
行
の
『
敬
業
堂
詩
集
』
に
、
粉
飾
を
一
切
施
さ
ず
、
白
描
の
手
法
で
淡
々
と
寂
寥
な
意
境
を
醸
し
出
す
、
こ
の
よ
う

な
作
品
は
少
な
く
な
く
、
時
の
人
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。「
舟
夜
書
所
見
」仡
は
そ
の
代
表
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

月
黒
見
漁
燈
、
孤
光
一
点
蛍
。
微
微
風
簇
浪
、
散
作
満
河
星
。（「
舟
夜
書
所
見
」）

月
は
暗
く
、
漁
火
が
見
え
、
蛍
の
よ
う
な
一
つ
星
。
わ
ず
か
な
風
で
波
は
お
し
集
ま
り
、
又
、
散
ら
ば
り
，
川
に
星
が
満
ち
る
。
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五　

﹁
以
文
為
詩
、
何
意
不
達
﹂

蘇
軾
の
「
和
子
由
論
書
」
に
見
え
る
「
苟
能
通
其
意
，
常
謂
不
學
可
（
も
し
そ
の
意
が
通
じ
れ
ば
、
学
ば
な
く
て
良
い
と
よ
く
言
わ
れ

る
）」
の
二
つ
の
詩
句
に
つ
い
て
、「
以
文
為
詩
、
何
意
不
達
（
文
を
以
っ
て
詩
を
為
せ
ば
、
ど
ん
な
意
味
で
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
）」

と
査
慎
行
は
評
価
し
、
詩
句
の
散
文
化
に
対
し
て
支
持
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）。

査
慎
行
は
「
以
文
為
詩
」
の
も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
以
議
論
為
詩
（
議
論
を
以
っ
て
詩
を
為
す
）」
に
も
肯
定
的
な
態
度
を
取
っ

て
い
る
。

厳
羽
は
宋
詩
の
弊
害
を
「
以
文
字
為
詩
，
以
議
論
為
詩
，
以
才
學
為
詩
（
文
字
を
以
っ
て
詩
を
為
す
、
議
論
を
以
っ
て
詩
を
為
す
、
才
学

を
以
っ
て
詩
を
為
す
）」仼

と
指
摘
す
る
。
実
は
詩
に
議
論
を
多
く
持
ち
込
む
こ
と
は
す
で
に
唐
の
杜
甫
の
詩
に
も
多
く
見
ら
れ
、
宋
に
な
る

と
盛
ん
に
な
り
、
宋
詩
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
認
識
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
詩
の
議
論
、
詩
の
理
趣
と
い
う
点
に
お
い
て
、
査
慎
行
は
凡
そ
積

極
的
に
そ
れ
ら
を
評
価
し
て
い
る
。
例
え
ば

● 

「
議
論
正
大
光
明
（
議
論
が
公
明
正
大
で
あ
る
）。」（
杜
甫
の
「
石
犀
行
」
の
「
先
王
作
法
皆
正
道
」
の
二
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩

評
』
巻
一
）

● 

「
此
段
議
論
、
天
地
間
亦
不
可
少
（
こ
の
議
論
は
世
の
中
に
欠
か
せ
な
い
）。」（
白
居
易
の
「
和
答
詩
十
首
」
の
「
答
四
皓
廟
」
の

「
勿
高
巢
與
由
」
の
八
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
妙
想
妙
論
（
い
い
発
想
、
い
い
論
議
）。」（
白
居
易
「
題
舊
寫
真
圖
」
の
「
如
弟
對
老
兄
」
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
）

● 

「
沒
緊
要
處
着
議
論
自
妙
（
重
要
で
は
な
い
点
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
詩
が
巧
妙
に
な
っ
た
）」（
王
安
石
の
「
奉
酬

約
之
見
招
」
の
「
馮
軾
信
厚
禮
」
の
二
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

● 

「
發
論
必
透
徹
中
邊
（
論
議
を
発
す
る
と
必
ず
内
外
表
裏
と
も
に
透
徹
す
る
も
の
だ
）。」（
蘇
軾
の
「
秀
州
僧
本
瑩
静
照
堂
」
の
「
鳥
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囚
不
忘
飛
」
の
八
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

● 

「
說
透
至
理
。
覺
昌
黎
衡
山
一
章
尚
帶
腐
氣
（
も
っ
と
も
な
道
理
を
す
っ
き
り
言
い
尽
く
し
た
。
韓
愈
の
「
衡
山
」
は
ま
だ
陳
腐
な

雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）。」（
蘇
軾
の
「
泗
州
僧
伽
塔
」
の
「
耕
田
欲
雨
刈
欲
晴
」
の
八
句
へ
の
評
、『
初
白
庵
詩
評
』
巻

二
）

● 

「
遊
戲
成
篇
、
理
趣
具
足
。
深
于
禪
悟
、
手
敏
心
靈
（
遊
び
心
で
詩
篇
を
書
き
上
げ
、
哲
理
も
興
味
も
全
部
備
わ
っ
て
い
る
。
禅
悟

に
造
詣
が
深
い
ゆ
え
、
機
転
が
利
い
て
賢
く
、
手
が
鋭
敏
で
あ
る
）」（
蘇
軾
の
「
泛
潁
」
の
「
畫
船
俯
明
鏡
」
の
十
二
句
へ
の
評
、

『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）

趙
翼
の
『
瓯
北
詩
話
』
に
「
文
を
以
っ
て
詩
を
為
す
」
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
叙
述
が
あ
る
：
「
以
文
為
詩
，
自
昌
黎
始
，
至
東
坡
益
大

放
厥
詞
，
別
開
生
面
，
成
一
代
大
觀
。（
文
を
以
っ
て
詩
を
為
す
こ
と
は
、
韓
愈
か
ら
始
ま
り
、
蘇
軾
に
な
る
と
益
々
大
い
に
発
揚
し
、
新

し
い
機
軸
を
開
い
て
、
其
の
時
代
の
大
観
と
な
る
）。」伀
「
文
を
以
っ
て
詩
を
為
す
」
こ
と
は
宋
詩
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
非
難
を
浴
び
せ

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
清
初
の
詩
壇
に
お
い
て
、
宋
詩
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
喧
し
い
中
、
査
慎
行
は
江
西
詩
派
の
浅
俗
を
指
摘
し
た
こ
と
が

あ
る
が
、
宋
詩
風
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
文
を
以
っ
て
詩
を
為
す
」、「
議
論
を
以
っ
て
詩
を
為
す
」
こ
と
に
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
支
持

す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
詩
句
の
構
造
の
散
文
化
と
議
論
化
は
査
慎
行
の
本
人
の
詩
に
も
反
映
さ
れ
、
査
慎
行
の
詩
の
大
き
な
特
徴
の
一

つ
と
し
て
詩
評
家
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

六　

結
語

査
慎
行
の
詩
学
思
想
は
、「
意
」
を
優
先
し
て
い
る
が
そ
れ
を
直
接
に
表
現
す
る
の
を
避
け
、「
奇
」
を
楽
し
む
が
怪
奇
な
詩
風
を
好
ま
ず
、

「
淡
」
を
重
視
す
る
が
旨
み
の
な
い
平
淡
は
拒
む
。
又
、「
万
境
」
を
含
ん
だ
「
空
」
と
「
群
動
」
を
際
立
た
せ
る
「
静
」
を
求
め
る
。
そ
れ

は
査
慎
行
の
所
謂
「
須
辨
毫
髮
於
疑
似
之
間
」
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、「
使
事
無
痕
（
典
故
を
使
う
と
き
は
跡
を
残
さ
な
い
。）」（『
初
白
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庵
詩
評
』
巻
二
）
や
「
人
言
古
詩
不
論
平
仄
，
窃
以
為
不
然
（
古
詩
は
平
仄
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
私
は
そ
う
思
わ
な

い
）。」（『
初
白
庵
詩
評
巻
二
』）
等
の
評
語
か
ら
は
、
査
慎
行
の
典
故
の
用
い
方
や
詩
の
平
仄
に
関
す
る
意
見
も
窺
え
る
。
総
じ
て
見
れ
ば
、

こ
の
『
初
白
庵
詩
評
』
は
実
に
査
慎
行
の
様
々
な
詩
法
思
想
を
反
映
し
て
い
る
。

『
初
白
庵
詩
評
』
か
ら
は
査
慎
行
が
蘇
軾
の
詩
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
初
白
庵
詩
評
』
の
纂
例
に
も
「
先
生
篤
好
蘇

詩
，
評
語
較
詳
（
先
生
は
蘇
軾
の
詩
を
特
に
好
み
、
評
語
は
比
較
的
詳
し
い
）」
と
は
っ
き
り
記
述
さ
れ
る
。『
初
白
庵
詩
評
』
か
ら
は
査
慎

行
の
蘇
軾
の
「
奇
」、「
淡
」、「
空
」、「
静
」、「
以
文
為
詩
」、「
理
趣
」
な
ど
の
特
徴
へ
の
傾
倒
が
読
み
取
れ
る
。
査
慎
行
の
詩
法
は
蘇
軾
か

ら
の
も
の
が
多
い
、
そ
れ
は
査
慎
行
が
宋
詩
派
の
代
表
詩
人
と
見
な
さ
れ
る
主
な
理
由
で
あ
る
。

だ
が
、
査
慎
行
に
お
け
る
も
う
一
人
の
詩
人
の
影
響
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。『
初
白
庵
詩
評
』
の
纂
例
に
は
「
先
生
評
閲
杜
詩
凡

五
本
（
先
生
が
杜
詩
を
評
点
し
て
、
凡
そ
五
冊
に
な
る
。）」
と
の
記
述
が
あ
る
。
杜
甫
の
詩
は
『
初
白
庵
詩
評
』
で
色
々
な
方
面
で
高
く
評

価
さ
れ
、
特
に
杜
詩
の
「
用
意
深
厚
」
に
つ
い
て
。
一
つ
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
査
慎
行
は
蘇
軾
の
詩
に
つ
い
て
、「
神
似
杜

陵
（
杜
甫
に
そ
っ
く
り
だ
）」（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）、「
得
少
陵
神
味
（
杜
甫
の
神
髄
を
得
て
い
る
）」（『
初
白
庵
詩
評
』
巻
二
）
な
ど
と

絶
賛
す
る
こ
と
が
多
い
。
蘇
軾
の
詩
は
杜
甫
の
詩
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
査
慎
行
は
こ
う
指
摘
す
る
。
査
慎
行
の
詩
学
伝
承
に
つ
い
て
近

く
は
蘇
軾
、
遠
く
は
杜
甫
に
ま
で
遡
る
。

杜
甫
と
蘇
軾
だ
け
で
は
な
く
、
査
慎
行
が
詩
法
の
手
本
と
す
る
対
象
に
つ
い
て
は
、
時
代
を
限
ら
ず
、
詩
派
も
問
わ
な
い
こ
と
が
『
初
白

庵
詩
評
』
か
ら
わ
か
る
。
又
、
彼
の
詩
論
に
は
儒
家
の
詩
論
に
拘
ら
ず
、
禅
理
の
静
観
と
空
観
の
影
響
を
も
強
く
受
け
て
い
る
。
査
慎
行
の

詩
学
思
想
は
多
く
の
思
想
を
兼
ね
包
容
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
査
慎
行
の
詩
「
得
宋
人
之
長
而
不
染
其
弊
（
宋
詩
の
長
所
を
得
て
、

そ
の
短
所
に
影
響
さ
れ
な
い
。）」伃
の
理
由
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

査
慎
行
に
関
す
る
研
究
は
、
主
に
査
慎
行
の
詩
集
の
『
敬
業
堂
詩
集
』
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
厳
迪
昌
の
「
査
慎
行

論
」伹

な
ど
に
詳
し
い
論
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
多
作
な
詩
人
の
詩
学
思
想
に
つ
い
て
の
研
究
は
作
品
集
の
研
究
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
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あ
る
が
、
具
体
的
に
検
証
さ
れ
た
こ
と
は
未
だ
少
な
い
。
彼
の
『
初
白
庵
詩
評
』
は
、
論
理
的
な
著
述
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
は
感
想
を

綴
っ
た
評
点
の
形
を
と
っ
て
い
て
、
理
論
的
な
影
響
力
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
た
め
、
未
だ
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
査
慎

行
は
古
今
の
多
く
の
詩
人
か
ら
詩
法
を
学
び
、
ま
た
沢
山
の
創
作
実
践
を
経
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
開
花
し
た
の
が
『
蓮
坡
詩
話
』
に
記
載

さ
れ
た
「
厚
、
雄
、
霊
、
淡
」
の
四
つ
の
審
美
理
想
で
あ
る
。『
初
白
庵
詩
話
』
は
ま
さ
に
査
慎
行
の
詩
学
思
想
の
形
成
過
程
に
お
け
る
原

始
記
録
と
言
え
よ
う
。『
初
白
庵
詩
評
』
の
研
究
は
査
慎
行
の
詩
学
思
想
と
作
品
研
究
に
有
用
で
あ
る
た
め
、
本
論
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

注（
�
）　

査
慎
行
（
一
六
五
〇
～
一
七
二
七
）、
本
名
は
嗣
璉
、
字
は
夏
重
。
後
に
名
を
慎
行
、
字
を
悔
余
と
改
め
た
。
号
は
他
山
、
晩
年
の
号
は
初
白
庵
主

人
で
あ
る
。

（
�
）　

趙
翼
『
瓯
北
詩
話
』
巻
十
（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
三
年
版
『
清
詩
話
続
編
』
本
）

（
�
）　

徐
世
昌
『
晩
晴
簃
詩
匯
』
巻
五
十
六
査
慎
行
條
（
民
国
退
耕
堂
刻
本
）

（
�
）　

査
為
仁
『
蓮
坡
詩
話
』（
上
海
古
籍
出
版
社
『
清
詩
話
』
本
）

（
�
）　

査
慎
行
『
初
白
庵
詩
評
』（
乾
隆
四
十
二
年
跋
刊
本
）

（
�
）　
『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
に
白
居
易
の
「
詠
懷
」
の
「
遑
遑
干
世
者
」
か
ら
最
後
の
部
分
に
つ
い
て
、「
詩
境
正
以
屢
見
為
嫌
」
と
あ
る
。

（
�
）　
『
敬
業
堂
詩
集
』
卷
二
十
「
涿
州
過
渡
」（［『
敬
行
堂
詩
集
』
康
煕
五
十
八
年
序
刊
本
）

（
�
）　
『
初
白
庵
詩
評
』
巻
一
に
杜
甫
の
「
江
村
」
の
「
自
去
自
來
堂
上
燕
、
相
親
相
近
水
中
鷗
」
の
二
句
に
つ
い
て
、「
眼
前
語
卻
未
經
人
道
」
と
あ
る
。

（
�
）　

趙
翼
『
瓯
北
詩
話
』
巻
十
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
清
詩
話
続
編
』
本
）

（
�0
）　

元
好
問
「
論
詩
三
十
首
」
の
十
三
：
「
万
古
文
章
有
坦
途
，
縦
横
誰
似
玉
川
盧
。
真
書
不
入
今
人
眼
，
児
輩
従
教
鬼
画
符
。」

（
��
）　
『
左
傳
・
僖
公
三
十
三
年
』
：
「
軽
則
寡
謀
、
無
禮
則
脱
。」
杜
預
は
「
脱
、
易
也
」
と
注
す
る
。

（
��
）　
『
東
坡
後
集
』
巻
九
（
明
嘉
靖
十
三
年
刊
本
『
蘇
文
忠
公
全
集
』）

（
��
）　
『
東
坡
後
集
』
巻
十
（
明
嘉
靖
十
三
年
刊
本
『
蘇
文
忠
公
全
集
』）
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（
��
）　
『
敬
業
堂
詩
集
』
巻
九
（
康
煕
五
十
八
年
序
刊
本
）

（
��
）　

厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』（
清
乾
隆
刊
本
『
歴
代
詩
話
』
本
）

（
��
）　

趙
翼
『
瓯
北
詩
話
』
巻
五
（
上
海
古
籍
出
版
社
『
清
詩
話
続
編
』
本
）

（
��
）　
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
百
七
十
三
（
民
国
二
十
二
年
上
海
商
務
印
書
館
排
印
本
）

（
��
）　
『
文
学
遺
産
』
一
九
九
六
年
五
期
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